
昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 

答

弁

第

四

一

号 
   

衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
株
式
会
社
の
監
査
制
度
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 

る
。 内

閣
衆
質
一
〇
一
第
四
一
号 

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
福 

永 

健 

司 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
株
式
会
社
の
監
査
制
度
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

ア
メ
リ
カ
の
株
式
会
社
に
は
、
代
表
取
締
役
の
制
度
が
な
く
、
業
務
の
執
行
は
、
取
締
役
会
の
選
任
す
る
社

長
、
副
社
長
等
の
役
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
つ
て
利
益
処
分
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
等
我
が
国
の
制
度
と
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
我
が
国
の
株
式
会
社
に
関
す
る
法
制
度
は
、
戦
後
、
ア

メ
リ
カ
の
そ
れ
に
な
ら
つ
て
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
、
両
者
の
間
に
基
本
的
な
差
異
は
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

1 

ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
に
関
す
る
規
制
は
、
元
来
、
州
法
に
よ
り
各
州
別
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
千
九
百
二

十
九
年
の
株
価
大
暴
落
の
経
験
を
踏
ま
え
、
州
間
に
ま
た
が
る
証
券
取
引
に
つ
い
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
規
制

が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
は
、
千
九
百
三
十
三
年
に
証
券
の
募
集
・
売
出
し
に 



3 

機
構
面
か
ら
み
る
と
、
前
記
の
と
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
一
般
の
行
政
機
構
か
ら
独
立
し
た
機
構
で
あ
る
の
に

対
し
、
大
蔵
省
証
券
局
は
、
金
融
・
証
券
市
場
に
関
す
る
行
政
を
一
体
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
大
蔵
省
の
一

部
局
と
さ
れ
て
い
る
。
人
員
は
、
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
が
約
千
九
百
名
（
地
方
部
局
を
含
む
。
）
、
大
蔵

省
証
券
局
が
百
二
十
九
名
（
他
に
、
財
務
局
等
に
も
証
券
事
務
担
当
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
）
で
あ
る
。 

2 

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
般
の
行
政
機
構
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
五
人
の
委
員
に
よ
つ

て
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
委
員
は
、
上
院
の
勧
告
及
び
同
意
に
基
づ
き
大
統
領
が
任
命
す
る
。 

際
し
て
の
企
業
内
容
開
示
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
千
九
百
三
十
三
年
証
券
法
」
を
、
千
九
百
三
十
四
年
に
証
券

取
引
所
や
証
券
業
者
の
監
督
、
違
法
行
為
の
禁
止
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
千
九
百
三
十
四
年
証
券
取
引
所
法
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
こ
の
「
千
九
百
三
十
四
年
証
券
取
引
所
法
」
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
、
こ
れ
ら
二
法
の
執
行
に
関
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

2 

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
連
邦
選
挙
運
動
法
に
よ
り
、
会
社
及
び
労
働
組
合
が
、
大
統
領
選
挙
及
び
連
邦

上
下
両
院
議
員
等
の
選
挙
に
関
連
し
て
寄
附
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
会
社 

1 
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
商
法
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に

規
定
す
る
株
式
会
社
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
支
出
は
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
の
対
象
と
な

つ
て
い
る
。
ま
た
、
証
券
取
引
法
の
適
用
を
受
け
る
会
社
に
あ
つ
て
は
、
投
資
家
保
護
の
観
点
か
ら
、
財
務

諸
表
が
全
体
と
し
て
企
業
の
財
務
内
容
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
公
認
会
計
士
又
は
監

査
法
人
の
監
査
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
政
党
又
は
政
治
資
金
団
体
に
あ
つ
て
は
、
会
計
帳
簿
等
に
つ
い
て
、
当
該
政
党
又
は
政
治
資
金
団

体
の
党
則
、
規
約
等
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
会
計
監
査
を
行
う
べ
き
者
の
監
査
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
法
人
が
株
式
会
社
で
あ
れ
ば
、
商
法
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
企
業
内
容
の
開
示
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
会
社
は
、
貸
借
対
照
表
（
商
法
特
例
法
第
二
条
に
規
定
す
る
株
式
会
社
に
あ
つ
て

は
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
）
又
は
そ
の
要
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
法
第
二
百
八
十
三
条

第
三
項
、
商
法
特
例
法
第
十
六
条
第
二
項
）
。
ま
た
、
株
主
の
ほ
か
、
会
社
の
債
権
者
も
、
会
社
が
本
店
又
は
支

店
に
備
え
置
い
た
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
営
業
報
告
書
等
の
閲
覧
又
は
謄
抄
本
の
交
付
（
商
法
第
二
百

八
十
二
条
第
二
項
）
、
同
じ
く
株
主
名
簿
又
は
株
主
総
会
議
事
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
（
商
法
第
二
百
六
十
三
条
第

二
項
、
第
二
百
四
十
四
条
第
四
項
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
債
権
者
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得

て
取
締
役
会
議
事
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
商
法
第
二
百
六
十
条
ノ
四
第
四
項
、
第
五 

及
び
労
働
組
合
が
分
離
基
金
（
い
わ
ゆ
る
政
治
活
動
委
員
会
）
を
設
立
・
運
営
す
る
た
め
の
支
出
は
認
め
ら
れ

て
い
る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

1 

警
察
で
は
、
改
正
商
法
施
行
前
、
約
六
千
八
百
人
の
者
を
総
会
屋
等
と
し
て
把
握
し
て
い
た
が
、
法
施
行

後
、
そ
の
う
ち
の
約
四
百
人
が
転
廃
業
し
、
現
在
は
、
約
六
千
四
百
人
と
み
て
い
る
。 

他
方
、
証
券
取
引
法
は
、
投
資
者
保
護
を
目
的
と
し
て
お
り
、
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
に
よ
り
企
業
内
容

開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
、
店
頭
売
買
有
価
証
券
又

は
こ
れ
ら
以
外
で
募
集
若
し
く
は
売
出
し
に
際
し
有
価
証
券
届
出
書
が
提
出
さ
れ
た
有
価
証
券
の
発
行
者
で
あ

る
会
社
等
で
あ
る
（
証
券
取
引
法
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
）
。
ま
た
、
御
指
摘
の
法
人
が
こ
れ
ら
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
証
券
取
引
法
上
、
企
業
内
容
の
開
示
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。 

項
）
。 こ

の
う
ち
の
一
部
の
活
動
的
な
総
会
屋
が
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
株
主 

な
お
、
い
わ
ゆ
る
単
位
株
を
取
得
し
て
い
る
者
は
、
約
千
七
百
人
と
み
ら
れ
る
。 

七 

 



2 

外
国
に
も
総
会
屋
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
一
般
的

に
は
、
我
が
国
特
有
の
現
象
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

警
察
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
動
き
の
ね
ら
い
は
、
株
主
総
会
を
舞
台
に
自
己
の
勢
力
を
誇
示
し
て
、
企
業

側
に
脅
威
を
与
え
、
裏
で
何
ら
か
の
不
正
な
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
み
て
、
引
き
続

き
、
違
法
事
犯
の
検
挙
と
企
業
へ
の
指
導
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

総
会
あ
た
り
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
質
問
権
を
行
使
し
て
株
主
総
会
を
長
時
間
に
わ
た
ら
せ
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。 

総
会
屋
の
存
在
理
由
と
し
て
は
、
経
営
者
の
姿
勢
、
一
般
株
主
の
会
社
運
営
に
対
す
る
関
心
の
希
薄
さ
等

が
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

総
会
屋
の
起
こ
り
は
、
我
が
国
に
お
け
る
株
式
会
社
制
度
の
発
展
の
歴
史
と
深
く
か
か
わ
つ
て
お
り
、
古

く
は
明
治
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。 

八 

 



 

九 

右
答
弁
す
る
。 




